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報告事項
1．前回協議会の振り返り

○前回の第４8回協議会は、令和5年9月1日（金）午後2時30分に開催されました。

第４８回青梅市公共交通協議会資料の主な項目と協議概要など

主な項目 協議概要など

第56回青梅産業観光まつ

りへの出展

○主な意見は以下のとおりです。

・電動キックボードは展示・試乗だけではなく、趣旨を明確に伝

えることが重要。

・脱炭素やエネルギー価格の高騰から公共交通の利用に繋がる

展示があると良い。

河辺町１～３丁目地区にお

けるグリスロ実証運行計画

（案）

○主な意見は以下のとおりです。

・一定期間とはいえ、特定の地域だけに無料サービスは違和感

がある。実証運行につき無料ということを強調して周知を。

・河辺市民センターを起点にするという考え方があるのでは。

・事業の継続性を判断するためには有料での実証運行が必要

・今回の実証運行は利用してもらうことが重要

・グリスロは空調がないため乗務員の体調管理についての議論

が必要
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2．第５６回産業観光まつりでの公共交通利用促進の取組

（１）取組の趣旨

○青梅市地域公共交通計画に示されている施

策「（９）市民の利用促進」の取組の一環とし

て、公共交通の状況や重要性を周知し、市

民の公共交通に対する意識改革を促すとと

もに、相互理解のもとでファンを増やし、公

共交通の利用を促進させるために、第５６回

青梅産業観光まつりにおいて会場が青梅市

役所となる10月29日（日）に出展しました。

出展ブース（公共交通コーナー） 出展ブース（市役所本庁舎 2 階

205 会議室の 3 分の 1程度）

出典：第 56 回青梅産業観光まつり 会場マップ

出展ブース（公共交通コーナー）への来場の様子
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（２）取組の内容

○時間：午前１０時から午後３時まで

○支援：東京都都市整備局都市基盤部交通企画課

○ポスター展示（いずれもA0サイズ）

・青梅市地域公共交通計画

・公共交通の利用促進

現状、必要性とメリット、多様な交通手段などを紹介

○配付資料

・青梅市地域公共交通計画【概要版】

・青梅市公共交通ガイド

・河辺町１～３丁目地区グリーンスローモビリティ実証運行のリーフレット

・公共交通の必要性、メリットなどを紹介したパンフレット

（裏面に「乗り物すごろく」を印刷）

公共交通の利用促進青梅市地域公共交通計画

地域公共交通計画【概要版】、公共交通ガイドなど電動キックボード、ちょこっと共済など
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○その他展示、アクティビティ等

・顔出しパネル（タクシー車両）

・シール貼りアンケート「乗りたい乗りものはどれ？」

・ペーパークラフト（路線バス3事業者、JR青梅線、タクシーの各車両）

・乗り物すごろく

・ＭＭアンケート

（３）取組の状況

○来場者数

・５時間で延べ３２４人の来場がありまし

た。このうち大人が６７％、小学生以下が

３３％でした。

・１１時台が最も多く、１１時台から１３台まで

の３時間が多い状況にありました。

○シール貼りアンケート「乗りたい乗りものはどれ？」の結果

・市内の公共交通を中心に、乗ったことが

あるもの、乗りたいものにシールを貼って

もらいました。なお、シール貼り付け枚数

の制限は設けませんでした。

・乗ったことがあるもので、最も多かったの

はＪＲ青梅線でした。一方、乗りたいもの

で、最も多かったのはグリスロでした。

顔出しパネル（タクシー車両） ペーパークラフト、ＭＭアンケート票など

乗った 乗りたい 計
計の
割合

JR青梅線 155 4 159 14%

都営バス 109 7 116 10%

西東京バス 98 18 116 10%

西武バス 72 22 94 8%

タクシー 118 16 134 11%

ケーブルカー 117 27 144 12%

モノレール 117 22 139 12%

新幹線 89 64 153 13%

グリスロ 5 109 114 10%

計 880 289 1,169 100%

時間帯別来場者数

時間帯 大人
小学生
以下

計
計の
割合

10時台 36 21 57 18%

11時台 62 23 85 26%

12時台 53 24 77 24%

13時台 41 25 66 20%

14時台 25 14 39 12%

計 217 107 324 100%

67% 33% 100%

来場者数は、ブースに立ち寄って参加や話を聞いてくだ

さった方が対象。小学生以下は外見による。

乗りたい乗りものはどれ？の結果
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乗りたい乗りものはどれ？

シール貼りアンケート（開始前） シール貼りアンケート（最終結果）
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○乗り物すごろく

・出発地点から目的地まで、クルマと電車ではどちらが先に着くかを競うすごろくに参加

してもらいました。

・ゲームの内容は、１人１枚ずつ「クルマ」と「電車」のカードを配り、仕切り役の合図でど

ちらか１枚を一斉に出します。「電車」は毎回一定のマス目を進めますが、「クルマ」は

出した人数によって進めるマス目の数が変わります。人数が少なければ「電車」より速

く進めますが、多いと渋滞で全く進めないこともあるなど、交通手段をかしこく使い分

けてもらうことを理解しながら、ゴールを目指すゲームです。

・家族や友達同士など、多くの参加があり、楽しんでもらいました。

乗り物すごろく
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（４）来場者アンケート結果

○来場した方にアンケートをお願いし、下記用紙にて回答してもらいました。

○42人から回答がありました。
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問2．あなたは、ふだん、交通手段をどの程度利用していますか。

・「週に5回以上」と「週に3～4回以上」をあわせて多いのは、自家用車（31％）、鉄道

（31％）、自転車（29％）です。

・これに「週に1～2回以上」をさらにあわせると、自家用車（67％）、自転車（41％）、鉄

道（38％）となります。

・「全く使わない」と「月に1回未満」をあわせて多いのは、バイク・オートバイ（95％）、タ

クシー（93％）、路線バス（77％）です。

問 2．ふだんの交通手段の利用頻度

29%

2%
2%

36%

5%

26%

14%

26%

21%

7%

2%

29%

48%

29%

5%

0%

7%

12%

69%

24%

5% 2%

0% 0%

93%

2% 2%

0%

2%

0%

40%

7%12%

12%

10%

19%

①自家用車（送迎含む）

全く使わない

月に 1 回未満

月に 1～2 回

週に 1～2 回以上

週に 3～4 回以上

週に 5 回以上

いずれもｎ=42

②鉄道

③路線バス ④タクシー

⑤バイク・オートバイ ⑥自転車
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問3．展示内容について、ご覧になる前からご存知でしたか。また、ご覧になって内容はわ

かりましたか

・展示を見た後に「よくわかった」は、44％から51％にあり、半数の人が認識してもらっ

たことになります。加えて、展示を見る前に「よく知っていた」との差となる20％から

27％は、「よく知っていた」以外が「よくわかった」ことになります。

・展示を見る前に「全く知らなかった」と、展示を見た後に「全くわからなかった」をくらべ

ると、5％から17％下がっています。

問 3．展示内容を見る前と見た後での認識具合
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0%

バスに乗って行くところがないから

よく行くところにバス路線があるから

自宅近くにバス停がないから

自宅近くにバス停があるから

バスがどこを走っているかわからないから

バスの乗り方や路線網を熟知しているから

バスの運賃が高いから

バスの利用が経済的だから

バスの本数が少ないから

バスの本数が充実しているから

バスの乗り方がわからないから

普段からバスを利用しているから

使わずに将来バスがなくなっても生活には困らないと思うから

日常的に利用して将来バスがなくならないようにしないと生活に困ると思うから

その他「時間が不規則だから」
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問4．展示をご覧になったあなたにとって、日常のお出かけで、移動の手段に「路線バス」

を加えることはできますか。

・「できる」は25％で、これに「ややできる」に相当する「⑸」を加えると48％となります。

・一方「できない」は15％で、これに「ややできない」に相当する「⑵」を加えると25％と

なります。

日常のお出かけで移動手段に路線バスを加えられるか

問4の続き 路線バスを移動手段に加えられるかどうかの理由

・路線バスを日常のお出かけに加えられるかの評価を、できない（評価１・２・３）とできる

（評価４・５・６）に分けて集計してみました。

・できない側の回答では、「バスに乗っていくところがないから」が67％、「バスの本数が

少ないから」が40％、「自宅近くにバス停がないから」が27％となっています。

・できる側の回答では、「自宅近くにバス停があるから」が36％、「日常的に利用して将

来バスがなくならないようにしないと生活に困ると思うから」が36％、「バスの利用が

経済的だから」が32％となっています。

路線バスを移動手段に加えられるかどうかの理由
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3．小学校交通環境学習

（１）取組の趣旨

○青梅市地域公共交通計画に示されている施策

（7）公共交通安全対策の強化

（８）バリアフリーの推進

（９）市民の利用促進

の取組の一環として、令和5年11月２１日（火）の3・4校時に、青梅市立吹上小学校で、

第2学年の児童５３名を対象に、以下の３点について実施しました。

・路線バス乗車体験では、東京都交通局様のご協力のもと、実際の路線バス車両を使

い、車両周辺の危険性を知ることや、乗車方法・乗車マナーなどの説明を受けてもら

いました。

・座学では、市内の公共交通（鉄道、路線バス、タクシー）の役割、心のバリアフリーなど

を学んでもらいました。

・学習後、持ち帰りアンケートを配付し、家庭で公共交通を話題にしてもらうことで理解

を深めてもらい、公共交通の利用の促進につなげました。

（２）取組の内容

○２コマの授業を実施するとともに、家族を含めた話し合いを行ってもらうため児童に持ち

帰りアンケートを行いました。

2 コマの授業 持ち帰りアンケートによる

家族を含めた話し合い乗車体験 座学

・バス周りの危険性

・乗降の方法

・マナー

・路線バスについて運転士

のお話

・公共交通とは／公共交通

の重要性

・地図上で公共交通を利用

して吹上小学校から出か

ける

・障害者の社会参加のため

に必要な工夫について

・（授業の家族への報告を

踏まえ）感想を書いても

らう。

参加した児童には、都営バスからプレゼント
（メモ帳、蛍光ペン、フレイクシールなど）

3 校時

4 校時

給食直前

特別教室で実施校庭のバス周りで実施

全員

2 組等 1 組

1 組 2 組等
（20 名） （33名）
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（３）乗車体験の結果

○以下の順番で行いました。

1．支払い方法の選択

・２年生教室でバスに乗車する際の支払い

方法を選択

2．バス周りの危険

・内輪差

・オーバーハング

3．乗車

・乗車方法

・乗車マナー

・バリアフリー設備

・質疑応答

4．運転席に一人ずつ

・死角のチェック

バス周りの危険

乗車体験（降車時）
（IC カードの人は、タッチ！）

最初に、あいさつ

運転席で死角のチェック
（児童は運転席に着座）

車いすの乗車方法
（反転式スロープ板と車いす固定装置を見学）
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（４）座学の結果

○以下の順番で行いました。

1．公共交通とは／その重要性

・市内の公共交通の紹介

・車の運転ができない人の移動手段は

・公共交通は大切か

2．地図上で公共交通を利用

・鉄道とバス路線が書かれた地図を配布し、

机上移動シミュレーションの実施

（吹上小学校から青梅駅まで）

・歩いた場合の時間は

3．障害者の社会参加について

・肢体不自由者の場合

・視覚障害者の場合

・聴覚障害者の場合

（５）「みんくる」とのふれあい

○４校時終了後、全員が特別教室で「みんくる」とふれあいました。

視覚障害者誘導用ブロックの上に放置自転車

「みんくる」とのふれあい大きなゲスト！

みんな、良く頑張りました。

視覚障害者誘導用ブロック上に自転車が放置

河辺駅北口から吹上中学校前まで大人料金で２００円
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（６）持ち帰りアンケート結果

○学習後、自宅でアンケートに取り組んでもらい、全体で４３人から回答がありました。

〇校庭でのバス体験と教室での感想を分けて聞いていますが、子どもは両方の体験を一体

にとらえている場合が多く、入り混じった回答もありました。このため、それを推定して分

類集計しました。

〇普段あまりバスに乗った経験がない児童もいたようで、実際にバスに乗ること自体が新鮮

で、さらに運転席に座れたことで楽しく学んだ児童が多かったようです。

1．二年生教室と校庭で、路線バスの乗り方などを学んだこと

①はじめて知ったこと

○ミラーがあること、車椅子対応がされていることに関心が集まっています。また、これまで

バスに乗った経験がない、もしくは少ないという回答もみられます。

②楽しかったこと

○運転席に座ることができたという回答が多くみられます。

③むずかしくてよく分からなかったこと

〇「なし」と回答した児童は２３人です。

・ミラーが１１もある、ミラーで安全を確認している： １３人

・車椅子などの利用者が使える、スロープやワイヤーがある： １０人

・バスの車内が広かった： ３人

・非常口がある： ２人

・乗降口が２つある： １人

・バスのドアの上が光る、後ろの席は 5 人座れる、バスは１００年前からあった、バ

スの名前が分かった、車内中ほどの階段（段差）が光っていた、つり革が１２あっ

た、いつも乗るバスと乗り方が違った： 2 人

・バスの運転席にすわれた： ２７人

・バスに乗れた： ４人

・写真をとった： ２人

・帽子をかぶせてもらった： １人

・大勢の人と学べた： １人

・椅子が高かった、大きかった： 2 人

・ドアがどう開くか分からなかった： 1 人

・非常口の開け方が想像できなかった： 1 人

・運転席のボタンが多くてなんだかわからなかった： ２人

・タイヤの上に席があること： 1 人
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２．特別教室で公共交通を考えたこと

①はじめて知ったこと

○電車やバスの色々なことが分かったようですが、特にバス停や駅が多い事に関心が集ま

っています。

②楽しかったこと

○「みんくる」とのふれあいが楽しかった、クイズ形式のやり取りが楽しかったという人の割

合が高いです。

③むずかしくてよく分からなかったこと

〇「なし」と回答した児童が多くみられます。

〇「地図上で公共交通を利用して吹上小学校から出かける机上移動シミュレーション」に取

り組む時間が少なかったことから、難しいという回答もみられます。

・青梅にはバス停が２００くらいもある： ２０人

・青梅には駅が沢山ある、１２もある： １３人

・バスのことがはじめてわかった： ２人

・昔と今で電車やバスが違う： ２人

・タクシーに駅前から乗ることができる： ２人

・バリアフリーについて（目の見えない人の案内、スロープ）： ２人

・青梅の地図を初めてみた： １人

・バスに案内の掲示版があること： １人

・「みんくる」とふれあえた： ２０人

・クイズが楽しかった： ５人

・色々な乗り物の写真を見ることができた： ２人

・バスをはじめ、色々なことを知ることができた： ２人

・地図やグッズをもらうことができた： ２人

・黄色の点字ブロックにさわれた： １人

・好きな河辺駅のことをたくさん話題にしているのがすごかった： １人

・車いすが利用するスロープにさわれた： １人

・クイズがむずかしかった： ７人

・地図の時間が少なかった： ４人

・バス停が沢山あってむずかしかった： ２人

・地図の停留所になにが書いてあるかわからなかった： 1 人

・電車のことは知らなかったので名前がわからなかった： １人

・バスの名前がわからなかった： １人

・スロープがどこにあるかが分からなかった： １人

・視聴覚教室で学んだことは難しかった： １人

・目や耳に障害のある人への対応が難しい： １人
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協議事項
1．河辺町１～３丁目グリスロ実証運行結果の速報と今後の予定

１－1 実証運⾏の概要

（１）これまでの経緯

月日 協議団体名

7 月１２日 交通管理者（青梅警察署）と協議

7 月１９日 地元自治会（河辺町１～３丁目）と協議

7 月２０日 国土交通省関東運輸局東京運輸支局と協議

8 月 30 日 青梅市・JAF による現地ルート確認

９月 1 日 青梅市公共交通協議会（第 48 回）

9 月 14 日 車両の貸与をヤマハ発動機株式会社に依頼

９月 21 日 運行に関する運転手の手配・派遣を京王自動車株式会社青梅営業所に依頼

９月２6 日 地元自治会（河辺町１～３丁目）と協議

９月２８日 河辺町１～３丁目地区に周知（地区内でチラシのポスティング）

９月２9 日

車両搬入、ナンバープレートの取付・封印

停留所標識や看板などの設置

ドライバー講習

10 月 1 日 「広報おうめ」および青梅市ホームページにて周知

１０月２日 運行開始

1１月 1 日 「広報おうめ」にて再度周知

１１月３０日 最終運行

１２月１日
車両搬出、停留所標識や看板などの撤去

京王自動車株式会社青梅営業所（ドライバー）へのアンケート票の配布



－18－

（２）運行内容

○運行主体 青梅市（市民安全部交通政策課）、青梅市公共交通協議会

○運行期間 令和５年10月２日（月）～11月３０日（木）

○運行形態・運賃 定時定路線（予約不要）・全区間無料

○運行区間 河辺駅南口～河辺町１丁目方面（東ルート）：片道約1.9km

～河辺町3丁目方面（西ルート）：片道約1.5ｋｍ

○運行日 平日・土曜日（日・祝日は全便運休）計４９日

○運行時間 ８：００～１３：５７（約6時間）

○車両 7人乗りグリーンスローモビリティ（ヤマハ発動機AR-07/１台）

○乗務員 京王自動車株式会社青梅営業所（運行管理）

○車両および運行支援 ヤマハ発動機株式会社、一般社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）

○車両の位置情報 株式会社ケイ・シー・シー（知らせてビューア）

サービス

○事業支援 東京都都市整備局都市基盤部交通企画課

（３）運行ルート
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（４）時刻表

（５）知らせてビューア

○グリスロの現在位置、席の有無をスマートフォンから確認できるアプリ「知らせてビュー

ア」を合わせて運用しました。

現在位置とルート表示 停留所の時刻表 満席表示

スマートフォンの GPS 機能を活用し、

位置情報を発信

（操作は停車時のみ）
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（６）停留所の設置

（７）看板の設置

住友金属鉱山アリーナ青梅河辺駅南口

【東ルート】

河辺町南自治会館 河辺町１丁目（駐車場内） 河辺市民センター

河辺町３丁目（駐車場内）

【西ルート】

春日神社 シルバー人材センター



－21－

（８）運行の様子

河辺駅南口を出発 住友金属鉱山アリーナ青梅を出発 千ヶ瀬河辺下通りとの交差点

シルバー人材センター停留所 千ヶ瀬河辺下通り 春日神社停留所から東方向へ

河辺町南自治会館停留所 手前右側が河辺町１丁目停留所 河辺市民センター入口

乗員飛び出しベルト 低速走行の標示 一旦停止し後続車に道を譲る

上り坂（平均勾配約 9％、最大勾配約 16％）
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１－２ 利⽤状況

（１）結果の概要

○令和5年10月～11月における49日間の延べ利用者数は、東ルートで1，453人、西ルート

で1，014人、合計2,467人となります。

〇１日あたり平均乗車数は東ルートで30人/日、西ルートで21人/日、2ルート計で51人/日

です。

〇一日の便数を上りで１便、下りで１便とすると、西ルート・東ルートともに１２便となりあわせ

ると２４便になります。

これを用いて、１便あたり平均乗車数を算出すると、東ルートは2.5人/便、西ルートは1.8

人/便となり、２ルート平均で2.1人/便となります。

東ルート ⻄ルート ２ルート計
(1)乗⾞⼈員 1,453 1,014 2,467
(2)運⾏⽇数 49 49 49
(3)１⽇あたり乗⾞⼈員 30 21 51
(4)１⽇あたり便数 12 12 24
(5)１便あたり乗⾞⼈員 2.5 1.8 2.1
(3)=(1)/(2)
(4)１⽇あたり便数は上りで１便、下りで１便とカウント
(5)=(3)/(4)
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（２）日別の乗車数（２ルート計）

○１日あたり40～70人の利

用があり、後半では60人

を超える日が多くみられ

ます。

〇雨天時は利用が減少して

います。



－24－

（３）週別の平均乗車数（ルート別）

○１１月中旬以降、東ルートと西ルートともに１日あたりの平均乗車数が増加しています。

（４）曜日別の平均乗車数（ルート別）

○東ルートでは金曜日、月曜日、土曜日が多く、西ルートでは月曜日、火曜日、土曜日が多

くなっています。どちらのルートも最も利用が少ないのは水曜日です。
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（５）停留所別の平均乗車数・平均降車数（ルート別）

〇東ルートでは、上りは河辺町１丁目で乗車して河辺駅南口で降車、下りは河辺駅南口で乗

車して河辺町1丁目や河辺市民センターで降車する利用が目立ちます。

〇西ルートでは、上りはシルバー人材センターで乗車して河辺駅南口で降車、下りは河辺駅

南口から乗車してシルバー人材センターや春日神社で降車する利用が目立ちます。

〇２ルートともに上りが多く、下りを1とすると上りは、東ルートは１．５、西ルートは1.8となりま

す。

（下り計 23.5 人／日） （上り計 34.3 人／日）

（下り計 14.6 人／日） （上り計 26.5 人／日）
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（６）上り下り別１便あたり平均乗降者数（ルート別）

○時間帯を比較すると、東ルートは10時台から12時台の3時間が多く、西ルートは10時台

が多いのが目立ちます。2ルートともに8時台の利用が少なくなっています。

○上り下りを比較すると、8時台から10時台の3時間において上りが多いのが目立ちます。
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（７）満車区間（ルート別）：車内人数が６人となった便・区間

○満車になる区間は、東ルートは河辺町南自治会館→住友金属鉱山アリーナ青梅の31回、

住友金属鉱山アリーナ青梅→河辺駅南口の25回が多く、西ルートは春日神社→住友金

属鉱山アリーナ青梅の23回、住友金属鉱山アリーナ青梅→河辺駅南口の14回が多くみ

られました。

○時間別では9時台、１０時台の便で満席になることが多くみられました。

■東ルート ■⻄ルート

⽇にち 便 発時刻 ⽇にち 便 発時刻

10月2⽇（月）市⺠C発 9:00 10月2⽇（月）⼈材C発 12:30
10月3⽇（火）市⺠C発 10:00 10月10⽇（火）⼈材C発 9:30

市⺠C発 11:00 ⼈材C発 10:30
10月5⽇（木）市⺠C発 9:00 10月11⽇（水）⼈材C発 10:30
10月6⽇（⾦）市⺠C発 10:00 10月13⽇（⾦）⼈材C発 8:30

駅南口発 11:41 10月17⽇（火）⼈材C発 9:30
市⺠C発 13:00 10月20⽇（⾦）⼈材C発 10:30

10月7⽇（土）市⺠C発 13:00 10月24⽇（火）⼈材C発 11:30
10月10⽇（火）市⺠C発 9:00 10月26⽇（木）⼈材C発 10:30
10月13⽇（⾦）市⺠C発 12:00 10月28⽇（⾦）⼈材C発 10:30
10月14⽇（土）市⺠C発 11:00

市⺠C発 12:00
10月17⽇（火）市⺠C発 10:00
10月19⽇（木）市⺠C発 13:00
10月21⽇（土）駅南口発 12:41
10月26⽇（木）市⺠C発 11:00
10月27⽇（⾦）市⺠C発 11:00

市⺠C発 12:00
11月1⽇（水）市⺠C発 12:00 11月1⽇（水）⼈材C発 10:30
11月2⽇（木）市⺠C発 12:00 駅南口発 13:17
11月4⽇（土）市⺠C発 9:00 11月2⽇（木）駅南口発 13:17

市⺠C発 10:00 11月4⽇（土）⼈材C発 10:30
11月6⽇（月）市⺠C発 10:00 11月6⽇（月）⼈材C発 9:30
11月7⽇（火）市⺠C発 10:00 11月8⽇（水）⼈材C発 10:30
11月11⽇（土）市⺠C発 11:00 11月11⽇（土）⼈材C発 9:30
11月13⽇（月）市⺠C発 11:00 駅南口発 11:17
11月16⽇（木）市⺠C発 10:00 ⼈材C発 12:30
11月17⽇（⾦）駅南口発 13:41 11月13⽇（月）⼈材C発 9:30
11月18⽇（土）市⺠C発 10:00 11月21⽇（火）⼈材C発 9:30

駅南口発 12:41 11月22⽇（水）⼈材C発 9:30
11月21⽇（火）市⺠C発 10:00 11月24⽇（⾦）⼈材C発 10:30

駅南口発 12:41 11月25⽇（土）⼈材C発 9:30
11月22⽇（水）市⺠C発 10:00 ⼈材C発 11:30

駅南口発 11:41 11月27⽇（月）⼈材C発 9:30
駅南口発 12:41 11月28⽇（火）⼈材C発 9:30

11月24⽇（⾦）駅南口発 11:41 11月29⽇（水）⼈材C発 9:30
11月27⽇（月）市⺠C発 10:00 11月30⽇（木）⼈材C発 8:30

市⺠C発 10:00 ⼈材C発 10:30
市⺠C発 12:00 駅南口発 12:17

11月29⽇（水）市⺠C発 10:00
駅南口発 11:41 市⺠C発︓河辺市⺠センター発

11月30⽇（木）市⺠C発 10:00 駅南口発︓河辺駅南口発
市⺠C発 11:00 ⼈材C発︓シルバー⼈材センター発
駅南口発 12:41
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１－３ 利用者アンケート調査結果の概要

（１）アンケート実施要領と回答数

○アンケート票を車両にとどめ置き、ドライバーからアンケートの協力を依頼しました。

アンケートは紙での回答の他、インターネットのwebフォームも活用しました。

○回答数は２２６票（複数回答可）

（２）利用者属性、利用動向

○回答者は「河辺町1～3丁目在住」が65％

○回答者のうち「70歳代以上」は54％。「60歳代を含める」と77％

○今回の利用時間で最も多い時間帯は「10時台」の26％、次いで「9時台」の20％。逆に最

も少ないのは「8時台」の8％

○主な利用目的で最も多いのは「買い物」の59％

○利用者ODは以下のとおり（黄色マーカーは5％以上）

（３）利用評価など（原則、上位1位のみを表示）

問8 今回の利⽤区間 〈割合〉 〔SA〕
1 2 3 4 5 6 7 8

乗⾞

降⾞ 河辺駅
南口

住友⾦
属鉱山
アリーナ
⻘梅

春⽇神
社

河辺町
３丁目

シルバー
⼈材セ
ンター

河辺町
南自治
会館

河辺町
１丁目

河辺市
⺠セン
ター

無回答 合計
(⼈)

1 河辺駅南口 0% 0% 1% 0% 2% 3% 3% 7% 16%
2 住友⾦属鉱山アリーナ⻘梅 0% 1% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 4%
3 春⽇神社 3% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4%
4 河辺町３丁目 8% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 9%
5 シルバー⼈材センター 11% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 12%
6 河辺町南自治会館 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 9%
7 河辺町１丁目 23% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25%
8 河辺市⺠センター 9% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 12%
無回答 8% 8%
合計(⼈) 61% 6% 2% 1% 3% 4% 3% 12% 8% 100%
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問16-2 １ヶ月間の定期料⾦ 〔SA〕
項目 実数 割合
500円未満 15 7%
500〜1000円未満 33 15%
1000〜1500円未満 51 23%
1500〜2000円未満 14 6%
2000〜2500円未満 32 14%
2500〜3000円未満 2 1%
3000〜5000円未満 13 6%
5000円以上 7 3%
無回答 59 26%
合計(⼈) 226 100%
平均 1,531 円
中央値 1,000 円
最大 10,000 円
最小 0 円

（４）望ましい運賃、望ましい運賃収受方法

問１６ 金額を設定する場合、いくらが望ましいか（黄色マーカーは上位1位）

問１７ 運賃をいただく場合、方法はどれが良いか（黄色マーカーは上位1・2位）

問16-1 片道１回分の運賃 〔SA〕
項目 実数 割合
100円未満 42 19%
100〜150円未満 135 60%
150〜200円未満 12 5%
200〜250円未満 22 10%
250〜300円未満 2 1%
300円以上 1 0%
無回答 12 5%
合計(⼈) 226 100%
平均 106 円
中央値 100 円
最大 400 円
最小 0 円

問17 運賃収受方法 〔MA〕
項目 実数 割合(/⼈)
乗⾞するたびに、片道の運賃を⽀払う方法 148 65%
その⽇限りの乗り放題券を購入する方法 13 6%
１ヶ月間何度でも乗り降りできる定期券を購入する方法 106 47%
登録した⼈のみが１年間何度でも乗り降りできる定期券を購入する方法 41 18%
その他 29 13%
無回答 5 2%
合計(⼈) 226 -
合計(件・無回答除く) 337 -
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１－４ 今後の予定

（１）アンケート調査

○京王自動車㈱の乗務員を対象に、主に以下の項目でアンケートを依頼しています。

・車両

・ダイヤ

・お客様の反応

・ルート

・乗務中の体調管理

○河辺町１～３丁目の住民の皆さまを対象に、アンケート調査を実施します。

（内容は次頁参照）

（２）事例調査

○グリスロによる実証運行や本運行について個別の事例を調査します。

・地域主体による実証運行の事例（葛飾区）

・本運行に直前に控え、実証運行を検討中の事例（杉並区） など

○また、運営主体別の事例を整理します。

（３）分析・提案

○利用状況調査、利用者アンケート、ドライバーアンケート調査、地域住民アンケート調査、

事例調査について分析を行います。

○令和５年度の実証運行の目的は、第４８回青梅市公共交通協議会資料で示したとおり、以

下となります。これについて分析を行います。

○運賃を想定し、収入と支出についてそれぞれ複数ケースでシミュレーションを行い、補助

や運営方法のあり方などを提案します。また、運行形態も提案します。

○河辺町１～３丁目の地域住民を対象に、本運行や令和６年度実証運行に向けた意見交換

を行います。

○以上を踏まえ、令和６年度以降の取組について、次回（第５０回）の青梅市公共交通協議

会で提案します。

○グリスロの乗車を通じ、新たな移動手段を体験していただきます。

○新たな移動手段の本運行を見据えた「需要」と「課題」を探ります。

○地域公共交通計画の目標達成を見据え、鉄道・路線バスのサービス圏外

の解消を目指す上での「課題」を探ります。
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河辺町１～３丁目の住民の皆さまを対象にしたアンケート調査項目
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2．地域公共交通会議の併設に向けた取組（案）

（１）要旨

○本市では平成２３年から、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律

第５９号）第６条第１項の規程にもとづき、地域公共交通計画の作成および実施に関し必

要な協議を行うことを目的とする法定協議会として、「青梅市公共交通協議会」を設置し

ています。

○今後、「青梅市地域公共交通計画」にもとづく施策を円滑に進めるため、現行の協議会に

「地域公共交通会議」の機能を併設しようとするものです。

（２）各種協議会の役割

○地域公共交通会議を併設することにより、運行の形態、運賃および料金、事業計画などの

協議を経て、新たな公共交通の導入に係る手続きの簡素化、弾力化が期待できます。

（令和３年８月４日 国土交通省総合政策局・自動車局「地域公共交通分野に係る各協議会等の一元化に関する提案について」より抜粋）
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（３）今後行うこと

・設置要綱の整備（新旧対称案参照）

・既存の青梅市公共交通協議会の委員に加え、運転者団体（労働組合等）の代表の追加

青梅市公共交通協議会規約（改正案）

改正後 現行

（目的）

第３条 協議会は、地域公共交通の活性化及

び再生に関する法律(平成１９年法律第５９号）

第６条第１項の規定にもとづき、青梅市におけ

る地域公共交通計画（以下、「計画」という。）の

作成および実施に関し必要な協議を行うことを

目的とする。

また、道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）に

基づき、地域における需要に応じた住民の生

活に必要なバス等旅客輸送の確保その他旅客

の利便増進を図り、地域の実状に即した輸送

サービスの実現に必要となる事項を協議する

ための機能も具備する。

（目的）

第３条 協議会は、地域公共交通の活性化及

び再生に関する法律(平成１９年法律第５９号）

第６条第１項の規定にもとづき、青梅市におけ

る地域公共交通計画（以下、「計画」という。）の

作成および実施に関し必要な協議を行うことを

目的とする。

（業務）

第４条 協議会は、前条の目的を達成するた

め、次の業務を行う。

(1) 持続可能な地域公共交通サービスの確保

に資する取組に関すること。

(2) 計画の策定および変更の協議に関するこ

と。

(3) 計画の実施の協議に関すること。

(4) 計画に位置付けられた事業の実施に関す

ること。

(5) 地域の実状に応じた適切な乗合旅客輸

送の態様及び運賃・料金に関すること。

(6) 市町村運営有償運送の必要性及び旅客

から収受する対価に関すること。

(7) 前６号に掲げるもののほか、協議会の目

的を達成するために必要なこと。

（業務）

第４条 協議会は、前条の目的を達成するた

め、次の業務を行う。

(1) 持続可能な地域公共交通サービスの確保

に資する取組に関すること。

(2) 計画の策定および変更の協議に関するこ

と。

(3) 計画の実施の協議に関すること。

(4) 計画に位置付けられた事業の実施に関す

ること。

(5) 前４号に掲げるもののほか、協議会の目

的を達成するために必要なこと。
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（協議会の委員）

第７条 協議会の委員は、次に掲げる者とす

る。

(1) 青梅市長が指名する者

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者の代表

者が指名する者

(3) 一般乗用旅客自動車運送事業者の代表

者が指名する者

(4) 東日本旅客鉄道株式会社八王子支社長

が指名する者

(5) 道路管理者が指名する者

(6) 警視庁青梅警察署長が指名する者

(7) 青梅市民の代表者

(8) 青梅市内の商業関係団体の代表者

(9) 国土交通省関東運輸局東京運輸支局長

が指名する者

(10) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自

動車の運転者が組織する団体の代表者が指

名する者

(11) 学識経験者その他協議会が必要と認め

る者

（協議会の委員）

第７条 協議会の委員は、次に掲げる者とす

る。

(1) 青梅市長が指名する者

(2) 一般乗合旅客自動車運送事業者の代表

者が指名する者

(3) 一般乗用旅客自動車運送事業者の代表

者が指名する者

(4) 東日本旅客鉄道株式会社八王子支社長

が指名する者

(5) 道路管理者が指名する者

(6) 警視庁青梅警察署長が指名する者

(7) 青梅市民の代表者

(8) 青梅市内の商業関係団体の代表者

(9) 国土交通省関東運輸局東京運輸支局長

が指名する者

(10) 学識経験者その他協議会が必要と認め

る者



－40－

3．ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）を活用した発信

○青梅市地域公共交通計画の目標「（９）市民の利用促進の施策」を達成するための施策の

一つとして、SNS等のメディア媒体を活用した情報発信、情報収集があります。

○今回、東京都都市整備局都市基盤部交通企画課の支援をいただき、青梅市公共交通協

議会として、LINEを用いた情報発信を以下のとおり企画しました。

運用方針・現時点での内容（案）

青梅市公共交通協議会ＬＩＮＥ公式アカウント運用方針（案）

１ 目的

青梅市公共交通協議会ＬＩＮＥ公式アカウント(以下「本アカウント」という。）では、ＬＩＮＥを活用した

市民と青梅市公共交通協議会（以下「協議会」という。）との双方向による新しいコミュニケーション

のかたちを実現し、持続的でかつバージョンアップを重ねられるものを目指すものとする。

これにより、市民が必要としている情報を確実に入手でき、また、市民から協議会の施策等に対し

意見を投稿しやすくなる状態を実現することで、市民の満足度向上を図るとともに、協議会での施策

等に生かすことを目的とする。

２ アカウント情報

(1) ソーシャルメディアサービス名：青梅市公共交通協議会ＬＩＮＥ公式アカウント

(2) アカウント名：青梅市公共交通お役立ち情報

(3) アカウント ID：@428hnvqf

３ 管理者

(1) 全般的事項

協議会会長

(2) 個別事項

協議会事務局もしくは事務局が委任した者

４ 実施内容

本アカウントでは、次の各号に掲げる内容を実施することとする。

(1) 協議会での施策について、管理者の投稿により分かりやすく市民に伝え、これらに対し意見等

を投稿してもらうこと。

(2) 協議会が委員の承認を得た上で発信する情報について、分かりやすく市民に伝えること。

５ 発信内容

(1) 協議会の施策や事業に関する情報

(2) 公共交通に関する情報

(3) 上記の以外のもので、協議会が本アカウントを用いて発信することが特に必要と認められた情

報

６ 受信内容

(1) 市民から協議会に投稿する画像データおよび付随する文書

(2) 協議会の施策に対する意見等

７ 市民からの投稿等に関する事項

(1) 協議会が本アカウントに掲載する個々の情報（文章、写真、イラスト等）に関する知的財産権

は、協議会あるいは原著作者等に帰属する。

本アカウントの内容について、著作権法上認められた場合を除き、無断で複製・転用すること

は認めない。
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(2) 本アカウントへ送信された通報・情報提供、その他コメント・メッセージ・画像への個別返信は

原則行わない。ただし、自動応答でのメッセージはこの限りでない。

(3) 本アカウントへ送信された通報・情報提供について、以下に該当するものは対応しない、また

は発信者に断りなく、発信内容の全部または一部を削除することができるものとする。

ア 政治活動、選挙活動またはこれらに類似したもの

イ 営利を目的としたもの

ウ ＬＩＮＥ利用規約に反するもの

エ その他市が運営上不適当であると判断したもの

(4) 通報・投稿された情報は、協議会運営上の参考に活用することを目的としており、通報・投稿さ

れたものについて必ず対応するものではない。

８ 免責事項

(1) 本アカウントから発信する情報については、情報の正確性、完全性および有用性について保障

をしない。

(2) 協議会は、ユーザーが協議会ＬＩＮＥ公式アカウントを利用したこと、または利用することができ

なかったことによって生じるいかなる損害についても、一切責任を負わない。

(3) 協議会は、利用者により投稿されたコンテンツ（通報・情報提供、その他コメント・メッセージ・

画像）について、一切責任を負わない。

(4) 協議会は、本アカウントに関連して、ユーザー間またはユーザーと第三者間でトラブル、紛争等

が発生した場合であっても、一切責任を負わない。

(5) 協議会は、本アカウントに関連する事項に起因または関連して生じた、いかなる損害について

も、一切責任を負わない。

(6) 協議会は、予告なく当該運用方針の変更や運用方法の見直し、または中止をする場合があり

ます。

９ 実施期日

令和５年１２月１８日から実施する。
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SNS配信案



－43－



－44－



－45－



－46－

4．公共交通の写真展の提案

（１）趣旨

○青梅市には約２００か所ものバス停があり、３社の路線バス交通事業者によって結ばれ、

日々多くの市民が利用しています。周囲には田園風景や山河、特徴的な建物など多様な

景色が広がっています。

○このように青梅市のバス停とバス停から広がる風景の魅力に着目し、地域に根ざした公

共交通の魅力の一端を広く市民に知ってもらうために、写真コンテストの開催を提案しま

す。

（２）写真コンテストの目的

①バス停の写真を通じて、その役割や実状の理解から路線バスに対する関心、さらには公

共交通への関心の向上を図る

②バス停におけるバス待ち環境の写真を通じて、その魅力への関心を高め、魅力あるバス

待ち環境づくりへの誘導

③バス停の背景の写真を通じて、青梅市に多くの魅力ある風景が存在することを伝え、市民

や来訪者の路線バス利用を促進

（３）開催フレーム

○開催時期

・令和６（２０２４）年度に実施。夏や冬を避けたほうが良いと考えられるため、10・11月頃

を想定

○体制

・主催者 青梅市公共交通協議会

・共催 青

・協賛 路線バス交通事業者等

○資金

・青梅市公共交通協議会予算、共催組織の協賛金

（４）写真コンテスト実施内容

○応募

①応募する写真

・青梅市内のバ

・デジタル映像（JPEG）であること、容量は５Ｍ内

・複数応募可能

・写真にタイトルをつけること

・トリミング以外

・募集期間は１・2か月
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②応募資格

・案1 国内在住の方で、応募規定に同意した方

・案２ 青梅市民の方で、応募規定に同意した方

※案１、案２とも１８歳未満の方が応募する場合は、保護者の同意を得てください。

③応募方法

・メールやX、LINE等で送付（要検討）

④応募規定

・作品は未発表かつ応募者本人が撮影し、一切の著作権を有するものに限ります。

・作品はテーマに則した内容に限ります。

・作品について、事務局が広告宣伝や下記禁止事項を守らないなど悪質であると判

断したものについては、応募対象外として取り扱います。

・撮影にあたっては、第三者の肖像権、著作権その他諸権利の侵害がないよう、十分

配慮してください。被写体となる人物が写っている場合、本コンテストに応募する旨

了解を得てください。

・撮影にあたっては、バスを待つお客様への配慮とともに、バスの運行、道路上の安

全について、細心の注意を常に払ってください。被写体に動いているバスなどの車

両が入る場合、ストロボ機能がオフになっていることを必ず確認し、撮影してくださ

い。

・一般的に立ち入りができない場所で撮影された作品はご応募いただけません。

・路線バス車内から撮影した作品はご応募いただけません。

⑤禁止事項

・他人が撮影した写真、他人の肖像等を無許諾で撮影した写真はご応募いただけま

せん。

・以下の行為については禁止し、該当者に対しては失格等とすることとします。

・法令違反、違反する行為を勧誘、強制、助長する行為

・本コンテストの運営を妨害する、もしくは著しく逸脱する行為

・他人の名誉、社会的信用、プライバシー、肖像権、パブリシティ権、著作権その他知

的財産権、その他の権利を侵害する行為

・自己または第三者の営利を目的とする行為、およびその準備を目的とした行為

・第三者へのいやがらせ、中傷、脅迫

・その他公序良俗、一般常識に反する行為および本コンテストにふさわしくないと事

務局が判断したもの。

⑥免責事項

・故意または重過失がある場合を除き、本コンテストに参加したこと、および参加でき

なかったことなど本コンテストに関して応募者に生じた損害について、直接的又は間

接的な損害を一切問わず、一切責任を負わないものとします。

・本コンテストの応募に関し、応募者と第三者との間に紛争が発生した場合は、応募

者自身の責任と費用で解決するものとし、事務局は一切の責任を負わないものとし
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ます。また、応募者が原因で事務局が不利益を被った場合、当該応募者に相応の損

害賠償の請求ができることとします。

⑦個人情報

・お預かりした個人情報は本コンテストにかかる内容以外には用いず、事務局にて安

全に管理し、機密を保持します。

⑧権利

・応募いただいた作品にかかる著作権は、応募者に帰属します。但し、事務局は作品

に対して、下記目的の達成にかかる範囲で、公表、表示、複製、展示等これらに類す

る行為を行い、かつ、事務局が指定する第三者に無償で利用できるものとします。

なお、この場合応募者は対価の請求はできないものとします。

・事務局が発刊する冊子、ポスターなど啓発物での使用、公開、配信

・本コンテストの宣伝にかかること

・その他上記内容に類似もしくは付帯すること

○表彰、発表

①審査

・審査員による審査（写真家、公共交通協議会、市役所等）

・審査にかかる内容および結果について、事務局が公表する内容以外の請求につい

ては一切応じないこととします。

②表彰

・優秀賞、佳作賞 等

・路線バス交通事業者が賛助の場合は、路線バス会社賞

・年齢による部門を入れる場合は、小学生、中学生、高校生、成人

③賞品

・表彰状

・バスの乗車券（回数券、一日乗車券など）

・青梅市の特産品

④発表

・インターネット上 市ホームページ等

・「広報おうめ」

・市役所ホール等で展示



－49－

（５）参考事例

○名古屋市交通局 営業統括部乗客誘致推進課

○公益社団法人 日本バス協会

○京成バス（株）

５．その他

時期 令和5年7月14日〜8月31日
テーマ 市バス沿線フォトコンテスト バス停から半径８００メートル ⾏ってみ

たくなる場所 〜中村区編〜
応募資格 日本国内在住であること（18歳未満は保護者同意）
応募形式 JPEGファイル、電子メールまたはINSTAGRAM 原則５MB以下

交通局公式アカウントで、最寄りのバス停、撮影場所、おすすめコメント
を記載し投稿

賞及び景品 最優秀賞（1名） マナカチャージ券5千円分
優秀賞（2名） マナカチャージ券3千円分
入賞（7名） バス・地下鉄全線⼀日乗⾞券2枚
ハッチー賞（学生5名） 交通局オリジナルグッズ
太閤秀吉功略章（5名） ゆかりの品セット

発表 交通局Instagram及びウェブサイト等、地下鉄駅等でポスター紹介

時期 令和5年9月1日〜9月30日
テーマ テーマ1 バス停から徒歩3分以内の地点から⾒える⾵景

テーマ２ バス停が写っている⾵景
応募資格 どなたでも
応募形式 日本バス協会のＸのアカウントにＸで投稿
賞及び景品 入選点数:１０〜３０点未満
発表 「バス１２０年」サイト、日本バス協会ホームページ、ＸでのＰＲに活⽤

時期 令和5年7月1日〜8月31日
テーマ 京成バスのある⾵景
応募資格 （記載なし）
応募形式 京成バス公式Xアカウントに必要事項を記入し応募
賞及び景品 最優秀賞（1名） JCBギフトカード1万円分＋京成バスオリジナルグッズ

優秀賞（3名） JCBギフトカード3千円分＋京成バスオリジナルグッズ
入賞（8名） 京成バスオリジナルグッズ

発表 京成バスカレンダー２０２４に掲載


